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解 答
ウ，キ オ，ケ ア，ク□１ 唄 欝 蔚

５００ ６.７５ ２６ １０００ ６００□２ 唄 欝 蔚 鰻 姥

内陸 ウ ９ ５９ ５３ ８０ ア□３ 唄 欝 蔚 鰻午前 時 分 秒

イ カ ⑦ ア□４ 唄 欝 蔚 鰻

イ イ カ ０.７９８□５ 唄 欝 蔚Ａ Ｂ

エ １５ ５８.９ １.２□６ 唄 欝 蔚 鰻

解 説
ばねを半分に切ると，同じ重さのおもりをつるしたときのばねの長さは，切る前のばねの長さの半分になりま□２ 欝

す。ばねＡに３５０ｇのおもりをつるすと，ばねの長さは１３.５㎝（１０＋１× ）になるので，半分に
１００
３５０

したばねに３５０ｇのおもりをつるすと，ばねの長さは６.７５㎝（１３.５÷２）になります。

おもりをつるしていないときのばねＡとばねＢの長さの差は４㎝（１０－６）です。おもりをつるしたとき，鰻

つるすおもりの重さが１００ｇあたり０.４㎝（１.４－１）ずつ差が縮まっていきます。したがって，同じ長さ
ちぢ

になるときのおもりの重さは，１０００ｇ（１００× ）です。
０.４
４

ばねＡは７㎝（１７－１０）のびているので，ばねＡにかかる重さは７００ｇ（１００× ）です。したがっ姥
１
７

て，８００ｇのおもりのうち，２００ｇ（７００－５００）はばねＢが支え，６００ｇ（８００－２００）は台

はかりが支えているので，台はかりは６００ｇを指します。

（ 。□３ 蔚 Ａ地点とＢ地点の記録から，小さなゆれは毎秒８㎞（ ２８０－１６０）÷１５）で伝わることがわかります

したがって，震源でゆれが始まった時刻は，午前１０時００分２８秒の３５秒前（２８０÷８）の９時５９分５３
しんげん じ こく

秒です。また，大きなゆれは毎秒４㎞（２８０÷７０）で伝わることがわかるので，震源からＣ地点までの距離
きょ り

は８０㎞（４×２０）です。

電流は右図のように流れ，④と⑥の発光ダイオードが点灯します。③と⑤の発光ダ□４ 鰻

イオードが，電流が流れる向きと反対の向きにつながれているため，④と⑥以外の発

光ダイオードは点灯しません。

・ Ａは芽が出た種子が 吸 収 した酸素の量を表し，Ｂは芽が出た種子が吸収した□５ 欝 蔚
きゅうしゅう

酸素の量と放出した二酸化炭素の量の差を表しています。また，Ｂにおいて，着色液

がａの方向へ動いていることから，吸収した酸素の量の方が多いことがわかります。

したがって，放出した二酸化炭素は０.７９８ （１.１２４－０.３２６）です。安

表１・表２で，塩酸Ａと塩酸Ｂを同じ体積だけ加えたときに発生した気体Ｘの体積の比は２：３（＝２４０：□６ 欝

安３６０）なので，塩酸Ａと塩酸Ｂの濃さの比は２：３になります。したがって，必要な塩酸Ｂの体積は１５
こ

（２２.５× ）です。
３
２

塩酸Ａ４０ は炭酸水素ナトリウム３.３６ｇと過不足なく反応し，このとき２.３４ｇの食塩ができます。ま蔚 安

た，塩酸Ａ２０ を加えると食塩が１.１７ｇ（２.３４× ）でき，１.６８ｇ（２.８５－１.１７）の炭酸安
４０
２０

水素ナトリウムがとけ残ります。したがって，炭酸水素ナトリウムの重さの割合は５８.９％（１.６８÷２.８５
わりあい

×１００）です。

実験１から，気体Ｘを３６０ 発生させるために必要な炭酸水素ナトリウムの重さは，１.２６ｇ（３.３６×鰻 安

）です。同じ体積の気体Ｘを発生させるために必要な物質Ｙの重さは１.５ｇなので，１.５÷１.２６＝
９６０
３６０

１.１９…より，物質Ｙは炭酸水素ナトリウムの１.２倍必要なことがわかります。
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